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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シート表面を有するシート材料の取扱方法であって、
　（Ｉ）少なくとも１２個の炭素原子と、主鎖の一端に近接して親水性基とを含む炭素主
鎖を有する長鎖有機材料の非連続層を前記シート表面上に形成するステップ；および
　（ＩＩ）前記長鎖有機材料を有する前記シート表面を、前記シート表面への引っかき傷
を伴わずに複数の移動する粒子に露出させるステップ
を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　ステップ（Ｉ）において、前記有機材料が、主鎖の一端に親水性基を含む炭素主鎖を有
することを特徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　ステップ（Ｉ）において、前記有機材料が、ヒドロキシルおよびカルボキシル基から選
択される親水性基を含む炭素主鎖を有することを特徴とする、請求項１または請求項２に
記載の方法。
【請求項４】
　ステップ（Ｉ）において、前記有機材料が、４０個以下の炭素原子を含む炭素主鎖を有
することを特徴とする、請求項１～３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　ステップ（Ｉ）において、前記有機材料が、Ｃ１８－ＯＨ、ならびに、Ｃ１８－ＯＨお
よびＣ１８－酸の混合物から選択されることを特徴とする、請求項１～４のいずれか一項
に記載の方法。
【請求項６】
　ステップ（Ｉ）終了時での前記長鎖有機材料の密度が、２０ｎｇ・ｃｍ－２～１６０ｎ
ｇ・ｃｍ－２であることを特徴とする、請求項１～５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　ステップ（Ｉ）終了時での前記長鎖有機材料層の平均厚が１０ｎｍ以下であることを特
徴とする、請求項１～６のいずれか一項に記載の方法。
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【請求項８】
　前記シート表面上の前記長鎖有機材料層の前記平均厚が、前記炭素主鎖の全長の３倍以
下であることを特徴とする、請求項１～７のいずれか一項に記載の方法。
【請求項９】
　前記長鎖有機材料の分子が、実質的に単層構造を形成することを特徴とする、請求項１
～８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１０】
　前記長鎖有機材料の分子が、複数の非連続的な小島を前記シート表面上に形成すること
を特徴とする、請求項１～９のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１１】
　前記小島が、前記シート表面上に実質的に均一に分散していることを特徴とする、請求
項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記小島が、前記シート表面のコーティングされていない裸表面領域によって分離され
ていることを特徴とする、請求項１０または請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記シート表面上の隣接する小島間の平均距離が０．１μｍ～３μｍであることを特徴
とする、請求項１０～１２のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１４】
　ステップ（Ｉ）の終了時に、前記長鎖有機材料を有する前記シート表面が、２０％～７
０％のＡＦＭにより計測される付着力の低減を示すことを特徴とする、請求項１～１３の
いずれか一項に記載の方法。
【請求項１５】
　ステップ（Ｉ）が：
　（Ｉ．１）長鎖有機材料を含むガス流を提供するステップ；および
　（Ｉ．２）前記長鎖有機材料の層を形成するのに十分な時間、前記ガス流を前記シート
表面と接触させるステップ
を含むことを特徴とする、請求項１～１４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１６】
　ステップ（Ｉ．１）が：
　（Ｉ．１．１）前記長鎖有機材料を含む液体を形成するステップ；および
　（Ｉ．１．２）前記液体中に、または、前記液体の表面の近傍に搬送ガス流を流過させ
て前記ガス流に前記長鎖有機材料を添加するステップ
を含むことを特徴とする、請求項１～１５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１７】
　ステップ（Ｉ．２）において、前記ガス流と前記シート表面との前記接触時間が２分間
以下であることを特徴とする、請求項１６に記載の方法。
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